
 

2025年度活動概要     EAP研究会 

 

EAP研究会は、学部・大学院レベルの研究および教育において重要となる EAP教育の理

論と指導実践に関する研究を主な目的として活動している。今年度は、以下の 3つの機会

を通じて発表を行った。1つ目は、2025年 7 月 12日に開催した研究会であり、金丸敏幸

（京都大学）「アカデミックライティング指導における生成 AI の効果的導入」、寺内一

（高千穂大学）・マスワナ紗矢子（東京理科大学）・山中司（立命館大学）・石川希美（札

幌大谷大学）「英語能力をめぐる応用言語学理論の統合可能性―大学英語教育への示唆―」

が報告された。これらは、AI を活用した EAP ライティング教育の可能性と、応用言語学

理論の EAP 教育への応用について検討したものであった。2 つ目は、大学英語教育学会

（JACET）第 64回国際大会（東京、2025）における SIG発表として、研究会の活動紹介を

目的に、「これからの EAP 教育に向けて―指導法の模索―Towards the Future of EAP 

Education: Exploring Teaching Methods」と題したポスター発表を行った。さらに、2026

年 1月 24日の研究会では、金丸敏幸（京都大学）「生成 AIの活用を念頭に置いたライテ

ィングテキストの開発」、山田浩（公立はこだて未来大学）「段階的な引用教育に向けた

引用機能の類型化の試み」が報告された。特に、AI を取り入れた EAP ライティング教材

の開発に関する提案がなされ、このテーマについては今後も研究会として検討していく予

定である。また、2023 年に公開した日本の大学における EAP 教員を対象とした自己評価

ツールおよび EAP教育の質保証指標の活用状況の確認に加え、これらの今後の活用に向け

た提案についても改めて考察した。以上の発表や研究を通じて得られた知見をもとに、次

年度以降も EAP教育の質保証とその充実に向けた研究を継続していく予定である。 

 


